
スライドの戻りが悪い時は、

下記赤色の部分をヤスリ等で削って下さい。

それでも動きが悪い場合は、

潤滑剤を使用して下さい。まず、

フロントシャーシ (03-5) を外す作業を行った
場合、フロントシャーシとフレームの間に入っ
ている円形の金属板 (03-43) を組み込むのを
忘れないようにご注意下さい。組み込み忘れた
場合、作動不良の原因となります。

①

②

③
①エキストラクター②エキストラクタースプリング
③イモネジ A      ④皿ネジ B　⑤ネジ C

①のエキストラクターをスライドにはめ込み
③のイモネジで固定します。

②のエキストラクタースプリングを④の
皿ネジで固定します。
組み込んだ時に赤矢印方向に、エキストラ
クターが押されるように下記の写真を参照
しながら組み込んで下さい。

エキストラクター組み込み方法

付属物

A

B

カスタムスライド

⑤
④

UMAREX H&K VP9 UMAREX本体の製造時期に
より内部形状が異なっている事
が確認されています

ブリーチとトリガーバーが干渉している
可能性があります。

シリアルプレート
⑥のシリアルプレートは、片面づつ異なる
表面仕上げを施しております。
どちらも実物に準じた仕上げになっており
ますので、お好みでお使い下さい。

注意！

03-24

0 3 - 3
0 3 - 5

03-43

シリアルプレートを組み込む際に、
フロントシャーシを外す必要があります

⑥

⑥シリアルナンバープレート
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⑤ネジCについて

赤丸部分のネジです。
基本的には、純正を移植して下さい。長さが
合わず純正が使用できない場合にお使い下さい。

フロントサイト

純正スライドでは、接着剤にて固定されてい
ます。強固に接着されていませんので、サイト
側面を叩くことにより外れます。

組み込む場合は、純正の
フロントサイトを固定
していたネジを奥まで
ねじ込みます。

「取り外し」

「組み込み」

サイトをスライドに組み込み、
裏側の穴とサイトのネジ穴
を合わせます。
そして、六角レンチを
穴に入れ、ネジを緩める事により固定されます。

コッキングインジケーターについて

コッキングインジケーター (純正パーツNo.VGCCFPN020)
が正常に作動しない場合は画像の赤い部分を
0.1mm程度削って下さい。


